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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
亜
細
亜
戦
争

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
４
９
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
た
く
み
２
２
６

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
話
は
、
ア
ジ
ア
の
あ
る
国
が
発
射
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら
起
こ
る
、

日
本
や
そ
の
同
盟
国
・
周
辺
国
家
が
混
乱
を
き
た
し
、
ア
ジ
ア
の
全
範
囲
で
戦

争
が
起
こ
る
最
悪
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
（
必
ず
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
見
て
く
だ

さ
い
！
！
）

長
期
間
交
信
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
代
の
世
界
と
乖
離
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
作
者
の
気
分
で
こ
れ
ま
で
の
話
が
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ア
ジ
ア
戦
争
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
人
物
紹
介
（
前
書
き
）

日
本
な
ど
の
味
方
国
は
実
名
で
あ
ら
わ
し
て
ま
す
が
、
念
の
た
め
、
敵
国
は
仮

名
で
表
し
て
い
ま
す
！
！
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ア
ジ
ア
戦
争
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
人
物
紹
介

　
ア
ジ
ア
戦
争
勃
発
　
人
物
・
国
名
紹
介

・
参
戦
国

主
人
公

日
本
　

首
相
：
熊
善
郎

官
房
長
官
：
大
沢
勝
次
　
　
　
　
　

防
衛
庁
長
官
：
菅
野
三
郎

海
上
保
安
庁
長
官
：
川
崎
健
二

警
察
庁
長
官
：
野
呂
星
孝
則

国
土
交
通
大
臣
：
南
田
礼
二

自
衛
艦

イ
ー
ジ
ス
艦
（
世
界
最
強
の
防
衛
力
を
保
有
し
た
艦
）

み
ょ
う
こ
う
（
舞
鶴
）

艦
長
：
吉
崎
浩
二

副
長
：
高
坂
博
通

あ
た
ご
（
舞
鶴
）

艦
長
：
三
村
康
史
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副
長
：
岸
山
光
輝

ち
ょ
う
か
い
（
佐
世
保
）

艦
長
：
中
村
達
治

副
長
：
吉
田
道
義

あ
し
が
ら
（
佐
世
保
）

艦
長
：
宮
原
幸
助

副
長
：
穂
島
範
義

き
り
し
ま
（
横
須
賀
）

艦
長
：
藤
井
茂

副
長
：
吉
田
和
茂

ア
メ
リ
カ

大
統
領
：
ジ
ョ
ー
・
キ
リ
ュ
シ
ュ

大
韓
民
国

大
統
領
：
河
ヒ
ョ
ン
ソ
ク

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

カ
ナ
ダ

朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国

書
記
長
：
銀
反
暗
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中
華
共
和
国

主
席
：
陳
金
武

ロ
ジ
ア
ン
連
邦

大
統
領
：
フ
ェ
ロ
ノ
サ
・
セ
ル
ニ
コ
フ

・
中
立
国

国
連

事
務
総
長
：
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
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ア
ジ
ア
戦
争
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
人
物
紹
介
（
後
書
き
）

ア
ジ
ア
戦
争
勃
発
の
登
場
人
物
は
こ
こ
に
す
べ
て
表
示
し
ま
す
。

他
の
話
に
出
た
登
場
人
物
も
続
々
こ
ち
ら
だ
け
に
掲
載
し
ま
す
。
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対
朝
鮮
編
　
ミ
サ
イ
ル
発
射
　
前
篇

　
こ
の
第
２
次
世
界
大
戦
よ
り
大
き
な
戦
争
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
国
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
勃
発
し
た
。

Ａ
月
２
日
　
　
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国

兵
士
が
大
佐
に
報
告
を
し
た
。

兵
士
「
大
佐
。
発
射
準
備
完
了
し
ま
し
た
。
」

大
佐
は
確
認
を
取
る
よ
う
に
し
て
兵
士
に
言
っ
た
。

大
佐
「
照
準
は
、
ハ
ワ
イ
１
発
、
グ
ア
ム
１
発
、
東
京
３
発
、
ワ
シ
ン
ト
ン
３

発
、
ソ
ウ
ル
５
発
。
い
い
な
？
」

兵
士
は
反
射
的
に
応
え
た
。

兵
士
「
は
い
！
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
」

大
佐
は
、
こ
こ
で
兵
士
に
攻
撃
開
始
の
命
令
を
し
た
。

大
佐
「
わ
か
っ
た
・
・
・
撃
て
！
！
」

こ
う
し
て
、
５
発
の
テ
ポ
ド
ン
２
と
、
５
発
の
ノ
ド
ン
、
３
発
の
ス
カ
ッ
ド
が

撃
た
れ
た
。

防
衛
庁

防
衛
庁
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
、
１
０
日
前
に
ミ
サ
イ
ル
２
発
の
発
射
兆
候
を
確

認
。
両
国
首
脳
は
、
す
ぐ
に
作
戦
本
部
を
設
立
し
、
監
視
に
当
た
っ
て
い
た
た

め
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
対
応
は
早
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
争
直
前
の
事
態

に
対
し
首
相
は
、
防
衛
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
過
去
３
回
の
防
衛
庁
長
官
の
経
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験
が
あ
る
た
め
、
文
民
た
る
自
ら
が
指
揮
す
る
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
衛
隊

の
最
高
指
揮
官
は
文
民
で
あ
る
首
相
に
あ
る
た
め
、
政
府
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
首
相
。
ミ
サ
イ
ル
１
３
発
発
射
を
確
認
！
！
迎
撃
命

令
を
！
！
」

首
相
「
分
か
っ
た
。
迎
撃
開
始
！
！
に
し
て
も
１
３
発
と
は
・
・
・
や
け
に
多

い
な
ぁ
・
・
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
み
ょ
う
こ
う
、
Ｓ
Ｍ
３
の
発
射
を
許
可
。
」

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ミ
サ
イ
ル

み
ょ
う
こ
う
通
信
員
「
こ
ち
ら
、
み
ょ
う
こ
う
。
Ｓ
Ｍ
３
発
射
許
可
了
解
。
」

み
ょ
う
こ
う
艦
内

通
信
員
「
艦
長
。
発
射
許
可
下
り
ま
し
た
。
」

艦
長
「
Ｓ
Ｍ
３
全
弾
発
射
！
！
」

ミ
サ
イ
ル
員
「
Ｓ
Ｍ
３
発
射
！
」

こ
う
し
て
、
Ｓ
Ｍ
３
は
、
全
弾
で
、
東
京
に
向
け
ら
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
迎

撃
を
実
施
し
た
。

ミ
サ
イ
ル
員
「
迎
撃
成
功
１
発
、
２
発
失
敗
。
敵
３
発
は
依
然
飛
翔
中
。
」

艦
長
「
何
！
？
全
弾
撃
っ
て
そ
れ
だ
け
か
？
」

ミ
サ
イ
ル
員
「
い
え
、
後
３
発
が
防
衛
中
。
」

艦
長
「
Ｓ
Ｍ
２
も
発
射
ス
タ
ン
バ
イ
！
！
」

ミ
サ
イ
ル
員
「
航
空
機
用
の
Ｓ
Ｍ
２
も
で
す
か
？
」

艦
長
「
あ
あ
！
！
こ
れ
だ
け
し
か
Ｓ
Ｍ
３
で
迎
撃
で
き
な
い
な
ら
、
無
駄
で
も

可
能
性
が
あ
る
か
ら
Ｓ
Ｍ
２
で
迎
撃
す
る
意
味
は
あ
る
！
！
」

通
信
員
「
本
部
に
連
絡
し
ま
す
。
」

ミ
サ
イ
ル
員
「
３
発
の
Ｓ
Ｍ
３
、
２
発
失
敗
。
迎
撃
失
敗
！
！
ミ
サ
イ
ル
、
３

発
飛
翔
中
。
」

艦
長
「
米
艦
隊
に
連
絡
を
！
」

通
信
員
「
ア
イ
・
サ
ー
！
！
（
了
解
）
」
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通
信
員
「
本
部
。
Ｓ
Ｍ
２
の
発
射
許
可
を
。
」

本
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
許
可
し
な
い
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
成
功
は
ほ
と
ん
ど

無
い
。
そ
の
た
め
敵
航
空
機
迎
撃
用
に
使
用
す
る
！
」

通
信
員
「
了
解
。
」

艦
長
「
こ
の
コ
ー
ス
だ
と
・
・
・
東
京
に
２
発
・
・
・
俺
た
ち
は
何
も
で
き
な

い
の
か
？
」

副
長
「
艦
長
。
ほ
か
の
艦
が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
間
１
隻
だ
け
が
担
当
し

て
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
せ
ん
。
」

艦
長
「
そ
う
だ
な
・
・
・
わ
れ
わ
れ
は
航
空
機
の
有
無
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
監

視
に
専
念
す
る
！
」

総
員
「
ア
イ
・
サ
ー
」

こ
う
し
て
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
他
の
艦
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。



10

対
朝
鮮
編
　
ミ
サ
イ
ル
発
射
　
中
篇

　
あ
た
ご
（
舞
鶴
所
属
）

現
在
は
日
本
海
沖
を
弾
道
ミ
サ
イ
ル
監
視
・
迎
撃
お
よ
び
、
韓
国
が
不
法
占
拠

し
て
い
る
竹
島
の
監
視
の
た
め
日
本
海
沖
合
い
で
停
泊
中

み
ょ
う
こ
う
と
同
時
間
、
同
じ
イ
ー
ジ
ス
艦
の
あ
た
ご
も
同
じ
こ
と
に
遭
っ
て

い
た
。

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
あ
た
ご
、
応
答
せ
よ
！
」

通
信
士
「
ど
う
ぞ
。
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
北
か
ら
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
Ｓ
Ｍ
３
ミ
サ
イ
ル
発
射
命

令
を
出
す
。
」

通
信
士
「
了
解
。
艦
長
、
Ｓ
Ｍ
３
ミ
サ
イ
ル
発
射
許
可
。
」

艦
長
「
Ｓ
Ｍ
３
発
射
！
」

Ｓ
Ｍ
３
は
あ
た
ご
に
積
載
さ
れ
て
い
る
全
弾
、
合
計
６
発
を
敵
ミ
サ
イ
ル
に
撃

っ
た
。

ミ
サ
イ
ル
員
「
艦
長
。
迎
撃
成
功
２
発
、
４
発
失
敗
。
敵
３
発
飛
翔
中
。
」

艦
長
「
た
っ
た
今
連
絡
が
あ
っ
た
。
も
し
も
最
後
の
砦
、
き
り
し
ま
が
迎
撃
失

敗
の
場
合
、
日
本
に
ミ
サ
イ
ル
は
３
分
後
２
発
命
中
す
る
。
」

副
長
「
く
っ
そ
ー
！
！
俺
達
は
何
も
で
き
な
い
の
か
！
？
」

イ
ー
ジ
ス
艦
き
り
し
ま
（
横
須
賀
所
属
）
　
現
在
、
防
衛
庁
の
指
示
に
基
づ
い

て
、
米
軍
艦
隊
と
と
も
に
、
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
を
２
交
代
で
し
て
い
た
。

藤
井
「
ま
っ
た
く
、
本
部
の
ヤ
ロ
ウ
・
・
・
こ
っ
ち
の
こ
と
は
考
え
て
な
い
く

せ
に
・
・
・
」
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吉
田
「
ま
あ
ま
あ
、
で
も
い
く
ら
３
ヶ
月
の
テ
ロ
特
措
法
に
よ
る
補
給
艦
の
随

行
を
し
て
く
る
帰
り
に
こ
ん
な
こ
と
に
遭
っ
た
か
ら
っ
て
航
海
が
終
わ
っ
て
陸

に
戻
る
こ
と
な
し
に
２
０
日
も
な
ん
て
、
本
当
に
人
使
い
荒
い
な
ぁ
・
・
・
」

き
り
し
ま
通
信
士
「
艦
長
、
本
部
か
ら
緊
急
連
絡
。
た
っ
た
今
朝
鮮
北
部
人
民

共
和
国
か
ら
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
連
絡
、
日
本
海
の
防
御
は
破
ら
れ
る
か
と
・
・
・

迎
撃
命
令
で
す
！
！
」

藤
井
「
了
解
。
総
員
に
対
空
戦
闘
体
制
を
連
絡
！
！
」

吉
田
「
了
解
。
」

艦
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
総
員
、
緊
急
連
絡
。
総
員
、
緊
急
連
絡
。
先
ほ
ど
、
東
京

の
防
衛
庁
本
部
か
ら
、
朝
鮮
北
部
か
ら
国
が
日
本
、
米
国
に
む
け
て
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
し
た
と
連
絡
あ
り
、
総
員
直
ち
に
対
空
警
戒
！
！
繰
り
返
す
、
こ
れ
は

訓
練
じ
ゃ
な
い
、
実
戦
だ
！
！
北
の
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
し
て
、
こ
の
き
り
し
ま

全
員
で
、
こ
の
太
平
洋
の
空
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
落
と
せ
！
！
！
」

艦
内
各
所
の
隊
員
「
オ
オ
オ
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

隊
員
「
藤
井
艦
長
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
戦
闘
指
揮
室
）
へ
ど
う
ぞ
。
」

藤
井
「
私
は
、
こ
こ
の
艦
橋
か
ら
見
て
い
る
。
吉
田
。
お
前
が
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
行
け

！
！
」

吉
田
は
艦
長
に
敬
礼
を
し
、
艦
長
の
世
話
を
し
て
い
る
隊
員
に
言
っ
た
。

吉
田
「
ア
イ
・
サ
ー
（
了
解
）
。
で
は
艦
長
の
代
わ
り
に
私
が
行
く
！
！
」

隊
員
「
了
解
、
で
は
お
待
ち
し
て
ま
す
。
」

こ
う
し
て
日
本
に
来
る
ミ
サ
イ
ル
の
最
終
の
砦
と
な
る
イ
ー
ジ
ス
艦
き
り
し
ま

が
迎
撃
の
任
に
当
た
る
・
・
・
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対
朝
鮮
編
　
ミ
サ
イ
ル
発
射
　
後
篇

　
海
上
自
衛
隊
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
　
き
り
し
ま

　
艦
橋
・
・
・

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｍ
３
ミ
サ
イ
ル
発
射
命
令
を
出
す
。
」

通
信
士
「
了
解
。
艦
長
、
Ｓ
Ｍ
３
ミ
サ
イ
ル
発
射
許
可
。
」

藤
井
「
Ｓ
Ｍ
３
発
射
！
」

Ｓ
Ｍ
３
は
き
り
し
ま
に
積
載
さ
れ
て
い
る
全
弾
、
合
計
６
発
を
敵
ミ
サ
イ
ル
に

撃
っ
た
。

ミ
サ
イ
ル
員
「
艦
長
。
迎
撃
失
敗
。
敵
３
発
飛
翔
中
。
」

藤
井
「
何
だ
っ
て
！
全
弾
撃
っ
て
迎
撃
成
功
が
０
発
だ
と
！
？
何
し
て
い
た
ん

だ
！
？
」

吉
田
「
俺
達
は
何
も
で
き
な
い
の
か
！
？
こ
の
ま
ま
日
本
は
や
ら
れ
る
の
か
？
」

防
衛
庁
本
部
　
　
ミ
サ
イ
ル
対
策
本
部

熊
「
東
京
都
内
全
域
に
避
難
命
令
は
？
」

大
沢
「
既
に
発
動
済
み
で
す
。
」

熊
「
警
察
は
？
自
衛
隊
は
？
ど
う
な
ん
だ
！
」

菅
野
「
既
に
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
化
学
兵
器
）
対
処
部
隊
が
都
内
に
展
開
。
陸
・
海
・
空

自
輸
送
部
隊
は
国
民
輸
送
を
し
て
ま
す
。
」

野
呂
星
「
う
ち
は
、
機
動
隊
な
ど
を
高
速
道
路
・
駅
に
展
開
。
警
察
官
全
員
で

交
通
規
制
中
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
に
は
北
の
工
作
員
に
よ
る
テ
ロ
警
戒
の
た
め
、
ヘ
リ
で

上
空
か
ら
監
視
し
て
い
ま
す
。
」

南
田
「
国
土
交
通
省
は
、
海
上
保
安
庁
に
大
方
指
示
済
み
。
各
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
・
航
空
会
社
・
鉄
道
会
社
に
強
制
の
国
民
輸
送
命
令
を
発
令
。
」
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川
崎
「
海
上
保
安
庁
は
、
現
在
船
舶
の
避
難
を
実
施
。
」

熊
「
了
解
。
Ｊ
－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
サ
イ
レ
ン
で
の
警
告
は
？
」

大
沢
「
は
い
、
Ｊ
－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
サ
イ
レ
ン
・
各
地
地
方
公
共
団
体
で
の
現

在
避
難
命
令
発
動
地
域
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
愛
知
県
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
沖
縄
県
、
そ
れ
に
着
上
陸
進
攻
が
考
え
ら
れ
る
日
本
海
の
沿
岸

部
の
各
県
で
す
。
」

熊
「
よ
し
、
各
部
隊
に
着
弾
時
連
絡
体
制
は
？
」

大
沢
「
現
在
、
首
相
お
よ
び
、
電
波
を
管
轄
し
て
い
る
総
務
省
か
ら
の
通
達
で
、

部
隊
す
べ
て
に
共
通
の
特
定
無
線
周
波
数
を
割
り
当
て
を
し
、
使
用
さ
せ
て
ま

す
。
」

熊
「
し
か
し
、
国
民
の
避
難
地
域
は
か
な
り
広
い
な
・
・
・
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
「
着
弾
ま
で
３
分
。
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
２
「
東
京
都
、
避
難
率
は
４
割
以
下
。
」

熊
「
い
つ
の
情
報
だ
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
２
「
１
０
分
前
の
情
報
で
す
。
」

熊
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
（
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処
可
能
）
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
・
・
・
）
全
隊
防
衛
中

で
す
が
、
２
発
中
１
発
迎
撃
。
１
発
失
敗
で
す
。
」

熊
「
死
傷
者
予
測
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
４
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
カ
チ
・
・
・
）
核
・
生

物
兵
器
で
約
１
０
０
０
名
以
上
、
通
常
弾
頭
で
約
５
０
名
か
ら
、
多
い
と
こ
で

は
数
百
人
で
す
。
」

熊
「
記
者
会
見
の
用
意
を
！
！
」

内
閣
官
房
職
員
「
分
か
り
ま
し
た
。
２
０
分
後
に
・
・
・
。
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
「
着
弾
！
！
着
弾
で
す
。
・
・
・
着
弾
確
認
。
全
て

の
イ
ー
ジ
ス
艦
か
ら
報
告
を
待
ち
ま
す
・
・
・
ミ
サ
イ
ル
の
機
影
、
消
滅
。
」

ロ
ス
ト

１
分
後
・
・
・

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
「
全
イ
ー
ジ
ス
艦
お
よ
び
、
警
察
か
ら
連
絡
。
着
弾
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を
確
認
し
た
と
の
こ
と
で
す
・
・
・
」

熊
「
何
て
こ
っ
た
・
・
・
国
内
に
着
弾
か
・
・
・
・
・
・
」
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対
朝
鮮
編
　
ミ
サ
イ
ル
着
弾

　
防
衛
庁
本
部
　
総
合
作
戦
指
令
室

（
日
本
本
土
へ
の
ミ
サ
イ
ル
着
弾
を
確
認
）

熊
首
相
「
着
弾
地
域
は
ど
こ
だ
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
「
日
本
の
情
報
収
集
衛
星
か
ら
だ
と
・
・
・
（
カ
チ

カ
チ
・
・
・
）
東
京
都
豊
島
区
目
白
周
辺
で
す
。
」

熊
「
詳
細
な
着
弾
場
所
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
２
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
カ
チ
）
・
・
・
小
・
中

学
校
お
よ
び
幼
稚
園
ら
し
き
教
育
施
設
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
っ
た
あ
れ
だ

け
の
ミ
サ
イ
ル
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
第
２
波
、
第
３
波
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

」熊
「
自
衛
隊
に
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
軍
の
兵
器
は
、
防
空
識
別
圏
内
侵
入
後

に
攻
撃
許
可
！
こ
れ
よ
り
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
に
宣
戦
布
告
す
る
！
！
」

大
沢
「
・
・
・
分
か
っ
た
。
自
衛
隊
に
通
達
を
・
・
・
」

菅
野
「
自
衛
隊
に
通
達
。
こ
れ
よ
り
無
線
で
総
員
に
通
達
。
」

菅
野
（
自
衛
隊
無
線
で
）
「
自
衛
隊
隊
員
の
諸
君
。
防
衛
庁
長
官
の
菅
野
だ
。

総
員
に
悲
し
い
報
せ
が
入
っ
た
。
現
在
、
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
か
ら
の
ミ
サ

イ
ル
が
わ
が
国
の
東
京
に
通
常
弾
頭
で
着
弾
し
た
。
死
傷
者
多
数
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
、
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
に
宣
戦
布
告
を
す
る
！
こ
れ
で
諸
君
に
朝
鮮

北
部
人
民
共
和
国
軍
に
対
し
、
攻
撃
許
可
を
出
す
。
」

熊
「
・
・
・
・
・
・
自
衛
隊
に
攻
撃
許
可
は
出
し
た
。
東
京
の
避
難
率
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
・
・
・
）
先
ほ
ど
の
攻

撃
で
Ｊ
Ｒ
は
輸
送
停
止
。
ほ
か
も
一
時
ス
ト
ッ
プ
で
す
。
現
在
は
５
割
強
か
ら

６
割
弱
。
」
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熊
「
周
辺
住
民
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
４
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
・
・
・
）
死
傷
者
不
明
。

以
外
情
報
な
し
。
」

熊
「
・
・
・
・
・
・
報
道
は
？
」

防
衛
庁
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
４
「
・
・
・
（
カ
チ
カ
チ
カ
チ
・
・
・
）
う
ち
（
防
衛

庁
）
と
官
邸
関
係
者
で
避
難
報
道
だ
け
に
さ
せ
て
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
で
は

お
天
気
カ
メ
ラ
で
爆
心
地
の
判
明
を
し
て
る
よ
う
で
す
。
」

内
閣
官
房
職
員
「
官
邸
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
が
会
見
場
に
来
ま
し
た
。
ど
う
さ

れ
ま
す
？
」

熊
「
・
・
・
・
・
・
分
か
っ
た
。
会
見
も
状
況
を
把
握
し
て
か
ら
。
」

内
閣
官
房
職
員
「
首
相
、
宣
戦
布
告
を
報
道
に
・
・
・
」

熊
「
分
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
会
見
す
る
。
会
見
場
ま
で
。
」

内
閣
官
房
職
員
「
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
・
・
・
」

こ
う
し
て
、
熊
首
相
は
自
ら
の
口
で
開
戦
・
宣
戦
布
告
の
声
明
を
発
表
す
る
こ

と
に
し
た
。
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対
朝
鮮
編
　
ミ
サ
イ
ル
着
弾
　
総
理
大
臣
緊
急
記
者
会
見

　
首
相
特
別
記
者
会
見

熊
首
相
の
発
言

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

本
日
、
１
１
時
１
７
分
に
、
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
か
ら
ミ
サ
イ
ル
ら
し
き
飛

翔
体
が
１
発
が
着
弾
し
ま
し
た
。
着
弾
場
所
は
、
東
京
都
豊
島
区
周
辺
で
す
。

ミ
サ
イ
ル
の
弾
頭
は
核
爆
発
を
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
通
常

弾
頭
で
す
が
、
生
物
化
学
兵
器
の
可
能
性
も
あ
る
事
か
ら
、
国
民
に
対
し
て
現

場
周
辺
直
径
２
０
キ
ロ
の
範
囲
内
は
立
ち
入
り
禁
止
命
令
を
発
令
し
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
報
告
で
は
、
着
弾
地
付
近
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
複
数
い
ら
っ
し

ゃ
る
模
様
で
す
。
ま
た
、
着
弾
地
が
小
さ
な
幼
稚
園
で
あ
る
事
か
ら
、
朝
鮮
北

部
人
民
共
和
国
の
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
成
功
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
目
標
で
あ
ろ

う
永
田
町
や
、
防
衛
庁
へ
の
着
弾
は
失
敗
で
あ
る
事
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
日
本

の
主
要
都
市
、
お
よ
び
、
工
業
地
帯
に
対
し
て
攻
撃
が
激
化
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
攻
撃
に
伴
い
、
１
１
時
１
８
分
に
、
日
本
国
と
し
て
初
め
て
、
日
本
の
歴

史
で
は
６
１
年
ぶ
り
に
戦
争
を
行
い
ま
す
。

宣
戦
布
告
を
国
際
社
会
の
国
々
に
、
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
に
対
し
て
宣
戦
布

告
を
通
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
自
衛
隊
全
部
隊
に
対
し
て
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
軍
に
攻
撃
許

可
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
自
衛
隊
は
日
本
の
正
式
な
軍
隊
と
し
て
初
め

て
国
会
を
開
き
、
自
衛
隊
の
行
動
を
首
相
命
令
で
自
由
に
行
う
特
別
措
置
法
を
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制
定
さ
せ
、
天
皇
陛
下
が
認
め
て
公
布
を
し
、
即
日
施
行
す
る
予
定
で
す
。
通

称
、
有
事
法
制
と
い
わ
れ
る
複
数
の
法
律
を
発
動
し
、
全
て
施
行
し
ま
し
た
。

現
在
、
自
衛
隊
は
、
国
民
保
護
・
警
備
と
、
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
軍
の
兵
器

の
排
除
に
努
め
て
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
、
同
時
に
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
本
国
に
ミ
サ
イ
ル
着
弾
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
北
部
人

民
共
和
国
に
宣
戦
布
告
を
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
朝
鮮
北
部
人
民
共
和
国
軍
は
、
日
本
国
内
の
主
要
都
市
へ
の
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
や
、
特
殊
部
隊
・
ゲ
リ
ラ
集
団
の
侵
攻
に
よ
り
、
国
民
に
多
大
な
被

害
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
死
傷
者
を
１
人
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
国

民
の
皆
様
は
必
ず
指
定
さ
れ
た
避
難
施
設
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

民
の
中
に
は
、
沿
岸
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
の
ご
住
居
は
、

公
共
の
福
祉
の
た
め
と
し
て
、
自
衛
隊
の
防
御
陣
地
の
設
営
の
為
に
移
動
、
お

よ
び
破
壊
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
保
障
は
国
が
誠
実
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

－
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－
－
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
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－
－
－
－
－
－
－
－
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－
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対
中
国
編
　
北
情
報
入
手
・
行
動
準
備

　
中
華
共
和
国
　
首
都
：
京
北

主
席
の
陳
金
武
は
、
極
秘
情
報
機
関
か
ら
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
実
際
に
発

射
し
、
宣
戦
布
告
を
行
う
と
い
う
正
確
な
情
報
源
か
ら
の
情
報
を
入
手
し
た
た

め
、
北
朝
鮮
有
事
発
生
の
際
の
行
動
確
認
の
た
め
、
陸
・
海
・
空
軍
関
係
者
と

話
し
て
い
た
。

（
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
中
国
人
中
心
な
の
で
、
特
別
な
事
が
な
い
限
り
こ
こ
に
出

て
く
る
人
は
全
員
中
国
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
る
と
解
釈
し
て
く
だ
さ
い
。
）

陳
「
瀋
陽
軍
区
司
令
員
。
瀋
陽
軍
区
に
攻
撃
待
機
要
請
を
出
せ
。
」

瀋
陽
軍
区
司
令
員
「
は
い
、
で
も
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
」

陳
「
情
報
機
関
か
ら
の
情
報
で
、
北
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
ら
し
い
。
そ
れ

も
、
核
弾
頭
搭
載
の
物
を
威
嚇
で
な
し
に
戦
闘
で
・
・
・
だ
。
」

瀋
陽
軍
区
司
令
員
「
は
い
、
で
は
、
命
令
が
出
て
か
ら
北
朝
鮮
を
攻
め
る
ん
で

す
か
？
」

陳
「
そ
う
だ
。
私
が
直
接
出
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
来
た
に
国
連
軍
侵
攻
阻
止
の

目
的
で
義
勇
軍
と
し
て
侵
攻
せ
よ
。
そ
し
て
、
朝
鮮
半
島
を
占
領
し
て
、
今
の

崩
壊
寸
前
の
北
朝
鮮
の
国
家
を
潰
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
我
々
の
息
の
か
か
っ

た
国
家
の
建
設
を
す
る
の
だ
。
」

瀋
陽
軍
区
司
令
員
「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
」

陳
「
続
い
て
、
東
海
艦
隊
司
令
員
と
北
海
艦
隊
司
令
員
。
」

東
海
艦
隊
司
令
員
と
北
海
艦
隊
司
令
員
「
は
い
。
」

陳
「
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
牽
制
を
せ
よ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
攻
撃
も
行

え
。
宣
戦
布
告
を
出
せ
ば
、
彼
ら
の
船
を
攻
撃
し
て
よ
い
。
」

東
海
艦
隊
司
令
員
と
北
海
艦
隊
司
令
員
「
は
い
。
」

陳
「
そ
れ
か
ら
、
南
京
軍
区
司
令
員
。
」
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南
京
軍
区
司
令
員
「
は
い
。
」

陳
「
南
京
軍
区
に
は
、
台
湾
侵
攻
の
準
備
を
せ
よ
。
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
た
地
点
で
、
こ
ち
ら
は
ミ
サ
イ
ル
発
射
準
備
を
し
、
国
連
軍
が
手
出
し
す
れ

ば
威
嚇
で
無
弾
頭
の
ミ
サ
イ
ル
を
台
湾
に
発
射
せ
よ
。
」

南
京
軍
区
司
令
員
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

陳
「
諸
君
の
健
闘
を
祈
る
。
以
上
だ
。
」
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対
中
国
編
　
北
情
報
入
手
・
行
動
準
備
（
後
書
き
）

こ
ん
に
ち
は
、
た
く
み
２
２
６
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
更
新
を
し
ま
し
た
。
こ
の
話
を
お
待
ち
し
て
い
た
方
々
に
遅
く
な

っ
て
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
こ
の
話
は
今
後
は
月
１
、
２
回
ペ
ー
ス
の
更
新

と
な
る
と
思
い
ま
す
。

参
照
：
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
　
中
国
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対
中
国
編
　
国
家
主
席
の
悩
み

　
中
国
主
席
の
陳
は
悩
ん
で
い
た
。

彼
は
、
中
国
の
国
家
主
席
の
中
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
思
想
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

ト
ッ
プ

こ
れ
は
、
陳
が
一
度
も
言
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
、
親
が

日
本
に
長
期
間
住
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
ま
た
、
母
方
の
祖
母
が
日
本
人
で
、
そ

ん
な
家
庭
環
境
を
受
け
て
い
た
の
で
、
中
国
の
政
治
化
の
中
で
は
意
外
だ
が
、

隠
れ
親
日
派
で
、
日
本
と
の
国
交
回
復
を
望
ん
で
い
た
人
だ
っ
た
。

「
は
あ
ー
っ
。
・
・
・
あ
の
銀
、
日
本
と
戦
う
な
ん
て
ふ
ざ
け
て
る
じ
ゃ
な
い

ヤ
ロ
ウ

か
。
ア
メ
リ
カ
と
戦
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
明
白
な
の
に
・
・
・
こ
っ
ち
は

社
会
主
義
と
自
由
主
義
の
衝
動
地
帯
が
な
く
な
る
か
ら
、
お
か
げ
で
介
入
し
な

い
と
い
け
な
く
な
っ
て
く
る
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
。
そ
れ
に
、
韓
国
や
ア
メ
リ

カ
・
日
本
に
ミ
サ
イ
ル
ぶ
ち
込
む
な
ん
て
情
報
を
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
持
っ
て
い
っ
た
か

ら
、
国
境
を
接
す
る
わ
が
国
が
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
」

そ
う
、
銀
総
書
記
が
朝
鮮
中
央
通
信
発
で
、
『
わ
が
国
は
、
日
帝
（
日
本
）
と
、

ア
メ
リ
カ
帝
国
の
経
済
攻
撃
に
宣
戦
布
告
し
、
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
・
そ
れ

に
安
全
の
確
保
た
め
に
立
ち
上
が
る
こ
と
に
す
る
用
意
が
あ
る
。
』

と
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
言
い
、
北
朝
鮮
軍
を
朝
鮮
半
島
南
部
、
（
早
い
と
こ
ろ

が
韓
国
国
内
）
に
侵
攻
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
北
は
ミ

サ
イ
ル
を
撃
つ
前
だ
っ
た
が
、
北
朝
鮮
の
軍
部
の
も
の
と
思
わ
れ
る
無
線
交
信

が
頻
繁
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
『
象
の
オ
リ
』
な
ど
の
通
信
傍
受
施
設
で
知
っ
た
ア
メ
リ
カ

が
、
北
朝
鮮
と
国
境
を
接
す
る
中
国
と
ロ
シ
ア
に
ア
メ
リ
カ
人
を
置
き
、
そ
の

事
を
中
国
公
安
が
つ
か
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
場
所
が
分
ら
な
い
た
め
に
、
探

し
た
い
の
は
山
々
だ
が
、
中
国
国
内
は
内
政
問
題
で
武
力
衝
突
が
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
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そ
れ
に
、
最
近
は
、
北
朝
鮮
の
国
境
警
備
隊
ま
で
が
国
境
を
飛
び
出
し
て
強
盗

な
ど
を
犯
し
て
い
る
と
も
彼
は
聞
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
の
対
処
の
た
め
に

国
境
警
備
隊
を
増
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
彼
は
余
計
に
頭
を
痛
め
た
。

そ
こ
に
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
人
間
が
、
主
席
室
に
ノ
ッ
ク
も
せ
ず
に
入
っ
て

き
た
。

人
民
解
放
軍
兵
士
「
主
席
同
士
！
緊
急
で
す
。
」

陳
は
、
一
軍
人
、
そ
れ
も
兵
が
、
最
高
司
令
官
で
あ
る
国
家
主
席
の
部
屋
に
上

が
る
の
に
、
ノ
ッ
ク
を
し
な
い
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ず
怒
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、

彼
の
『
緊
急
』
の
言
葉
を
聞
き
、
そ
れ
た
後
回
し
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
し

て
、
彼
の
話
を
聞
い
た
。

陳
「
何
だ
ね
？
」

そ
の
こ
と
ば
を
聞
き
、
息
を
切
ら
し
、
ゼ
エ
ゼ
エ
言
っ
て
い
る
彼
は
、
激
し
い

呼
吸
の
中
で
声
を
出
し
て
、
陳
に
近
づ
き
な
が
ら
話
し
た
。

人
民
解
放
軍
兵
士
「
主
席
同
士
、
朝
鮮
が
戦
争
を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
と
日
本
・
韓
国
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
ア
メ
リ
カ
は
す
ぐ
に
宣
戦
布
告
を
北

朝
鮮
に
言
う
で
し
ょ
う
か
ら
、
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。
」

陳
は
「
来
る
べ
き
も
の
が
来
て
し
ま
っ
た
か
・
・
・
」
と
、
落
胆
し
た
様
子
で

言
い
、
伝
令
役
の
人
民
解
放
軍
兵
士
に
、
「
朝
鮮
国
境
と
の
間
に
陸
軍
を
第
２

３
集
団
軍
（
司
令
部
、
黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン
）
４
個
旅
団
１
個
師
団
に
フ
ル
編

成
で
配
備
。
空
軍
の
飛
行
を
増
や
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
朝
鮮
戦
争
再
開
へ
の
け
ん

制
を
か
け
て
も
良
い
。
だ
が
、
ま
だ
武
器
の
使
用
は
止
め
ろ
。
ア
メ
リ
カ
や
朝

鮮
と
戦
争
す
れ
ば
厄
介
だ
。
も
し
も
ア
メ
リ
カ
が
戦
闘
し
そ
う
に
な
っ
た
ら
逃

げ
て
も
い
い
。
と
に
か
く
今
は
彼
ら
と
戦
争
し
た
く
は
無
い
。
」
と
い
っ
た
。
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陳
は
伝
令
の
兵
士
が
部
屋
を
出
て
行
く
と
、
電
話
で
「
京
北
の
ア
メ
リ
カ
大
使

コ
コ

館
に
連
絡
し
て
ア
メ
リ
カ
大
使
と
武
官
を
呼
べ
。
」
と
電
話
で
外
交
部
の
人
間

に
言
っ
た
。

外
交
部
職
員
「
は
い
！
た
だ
い
ま
。
」
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対
中
国
編
　
ア
メ
リ
カ
大
使
と
会
談

　
１
時
間
後
・
・
・

『
コ
ン
コ
ン
・
・
・
』

陳
「
ど
う
ぞ
。
」

中
国
政
府
職
員
「
外
交
部
と
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
で
す
。
」

主
席
室
に
は
、
外
交
局
の
ト
ッ
プ
数
人
と
、
在
中
国
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
大
使

と
武
官
、
そ
れ
に
数
人
の
外
交
官
が
お
り
、
陳
主
席
は
専
用
の
椅
子
で
座
っ
て

い
た
。

室
内
は
緊
迫
し
た
空
気
の
中
、
そ
れ
を
破
っ
て
声
を
発
し
た
の
は
、
こ
の
場
所

に
ア
メ
リ
カ
大
使
と
武
官
を
呼
び
つ
け
た
国
家
主
席
の
陳
だ
っ
た
。

陳
「
早
速
だ
が
、
”
戦
争
”
の
事
で
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
な
ぜ
朝
鮮
と
国

境
を
面
し
て
い
る
わ
が
国
に
通
告
も
な
し
に
戦
争
を
？
」

陳
の
怒
り
の
質
問
を
、
ア
メ
リ
カ
大
使
が
答
え
た
。

駐
中
国
ア
メ
リ
カ
大
使
「
す
い
ま
せ
ん
。
我
々
の
と
こ
ろ
へ
は
既
に
情
報
は
入

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
中
国
語
に
翻
訳
す
る
作
業
が
な
に
ぶ
ん
時
間
が
か
か
り

ま
し
て
・
・
・
」

陳
は
、
そ
れ
を
言
っ
た
ア
メ
リ
カ
大
使
を
じ
っ
と
見
て
い
た
。
そ
し
て
、

「
そ
う
で
す
か
…
。
な
ら
英
語
で
文
章
を
頂
け
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
。
我
々
は
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英
語
を
読
む
こ
と
は
容
易
い
で
す
よ
。
今
だ
っ
て
そ
う
、
私
は
こ
う
や
っ
て
英

語
を
し
ゃ
べ
っ
て
る
ん
で
す
か
ら
…
…
。
ま
あ
い
い
で
し
ょ
う
。
我
々
は
彼
ら

に
支
援
は
し
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、
あ
な
た
た
ち
の
支
援
を
す
る
わ
け
で
も

な
い
。
『
中
立
』
を
表
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際
社
会
に
向
け
て
言
う
こ
と

で
す
し
。
」

陳
を
始
め
、
中
国
政
府
関
係
者
は
全
員
英
語
を
使
っ
て
彼
ら
と
話
し
て
い
た
の

だ
。

駐
中
国
ア
メ
リ
カ
大
使
「
そ
う
で
す
か
…
。
ご
協
力
い
た
だ
け
な
く
残
念
で
す
。

そ
れ
と
、
実
は
こ
ち
ら
の
方
が
本
題
な
ん
で
す
が
、
近
い
う
ち
に
、
う
ち
（
ア

メ
リ
カ
）
に
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
の
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

の
で
。
一
応
、
日
本
と
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
参
加
を
表
明
し
て
く
れ
て
る
ん
で

す
が
、
肝
心
の
中
国
が
い
な
い
事
に
は
、
戦
後
の
話
は
出
来
ま
せ
ん
。
」

こ
の
よ
う
な
調
子
で
、
中
国
は
北
朝
鮮
難
民
が
朝
鮮
族
自
治
州
で
溢
れ
か
え
り
、

治
安
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
周
辺
国
に
迷
惑
や
被
害
の
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
言
っ
た
。

～
終
了
後
～

陳
は
た
め
息
を
つ
い
て
秘
書
に
言
っ
た
。

「
今
か
ら
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
を
全
員
集
め
ろ
！
！
こ
の
戦
争
に
つ
い
て

の
今
後
の
策
を
会
議
す
る
。
そ
れ
か
ら
終
了
後
に
報
道
陣
向
け
の
記
者
会
見
を

実
施
し
、
こ
の
戦
争
へ
の
『
中
立
』
を
私
の
口
か
ら
表
明
す
る
。
」

秘
書
は
国
家
の
元
首
で
あ
る
『
国
家
主
席
』
が
自
ら
発
表
す
る
こ
と
に
強
い
驚

き
を
持
っ
た
が
、
そ
れ
を
顔
に
出
さ
ず
に
言
っ
た
。

「
分
か
り
ま
し
た
。
今
か
ら
用
意
さ
せ
ま
す
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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